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２００５年にスタートしたプロバスケットボールのｂｊリーグ、当初は６チームでしたが年毎にチーム数は増加し、２００７年－２００８年シーズ

ンは１０チームとなったことで東カンファレンス、西カンファレンスに分かれて順位を争い、それぞれの１位・２位のチームが５月３・４日東京

有明コロシアムに集まり優勝チームを決めるプレーオフを行うことになりました。イベントの運営ボランティア募集があり、私たちも参加して

来ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                  ◆ 有明コロシアム外観と会場内 

 

【 プレーオフの結果 】 

東からは「仙台」「東京」、西からは「大阪」「福岡」がそれぞれ進出し、初日の３日は東同士・ 

西同士で対戦、４日は勝ち進んだ「大阪」と「東京」が優勝争い、「福岡」と「仙台」は３位を 

争いました。プレーオフのファイナルはどれも接戦となりましたが最終的に大阪が３連覇しました。 

＜ 優勝 大阪エヴェッサ  ２位 東京アパッチ  ３位 仙台８９ＥＲＳ ＞ 

【 ボランティアの活動 】 

ボランティアの運営はｂｊリーグの主管のもとに、実際にはシミズスポーツのスタッフがボランティアの配置・サポートをしていました。まずコロ

シアムの南側会議室で受付すると配置場所の指示がありました。ここでスタッフ用のＴシャツをもらって着用、その後先に着いていた仲間

の案内で会場内のポイントだけを見学しました。プレーオフの会場となった「有明コロシアム」は1987年に作られた多目的スタジアムで、ｂ

ｊリーグでは東京アパッチのホームアリーナとなっており、変則な八角形の座席配置で油断するとすぐに位置（方向感覚）がわからなくなりそ

うです。入り口は東と西にあり、更に細かく席種が分かれています。まずは基本であるその席の大枠と、売店やトイレの場所を確認しまし

た。 

                        しばらくして控え室に戻ると、その都度スタッフがきて、待機しているボランティアから何名かを何か 

                        の業務のために呼んでいきます。開場（１２時）が近づきいよいよ場内案内（１６名前後）の出番、 

                        水色のジャンパーをきたシミズのスタッフとともに会場内に移動、席種に関しての簡単な説明の後 

                        「チケットの確認担当」と、「場内の案内の担当」となって配置に着きました。 

                        場内の図面もなく、チケットの種類も不明ということでやや不安を感じましたが、お客様も随分慣れ

ており、予想以上にスムーズに入場が進みます。席は２ゲーム分の表示が既にされていて、多くの 

                        観客は、自分が応援するチームの席の方向に流れていきます。 

◆ プレーオフディスプレー        開場して１時間ほど経過したでしょうか、スタッフが来て交代で休憩をとるため業務を代わってとい 

                        う指示、次に担当したのは会場内から「関係者ゾーンへの入り口のチェック」となりました。ＩＤの種    

                        類が思ったより多く注意が必要でした。 

                        その後は、食事休憩の約２０分を挟んで「北側関係者入り口チェック」「コートサイドの警備」「選手 

                        控え室前警備」「観客の入れ替えチェック」など３０分から１時間単位で活動の場所と業務が代わり 

                        ました。全てはシミズのスタッフの頭の中ということで、先が見えないという点、業務の内容はその

都度の簡単な説明という点を除けば、いろいろな仕事を体験できたことは良かったと思います。 

 

◆ ファイナルのグッズショップ 
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私たちはスポーツボランティア活動を応援します 




